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日本放射線腫瘍学会  日本がん看護学会 共催 

がん放射線治療 看護セミナー  

第 15 回テーマ：放射線治療の基本的知識の再確認 ① 

放射線治療がん看護のための腫瘍学と放射線治療の副作用評価 

 
 

開催日程 ： 2012 年 ９月 ２２日(土) 

開催場所 ： 東京 すみだリバーサイドホール 

募集方法 ： 日本放射線腫瘍学会ホームページから受付、応募が募集人員に達した時点で締切る。 

 日本放射線腫瘍学会ホームページアドレス：http://www.jastro.jp/ 

募集人数 ： ２５０名 

参加費  ： 5,000 円（日本放射線腫瘍学会もしくは日本がん看護学会会員） 

    8,000 円（非会員） 

 

セミナー開催にあたって 

がん放射線治療看護は、放射線治療患者の増加とともにがん治療における重要性が高まっている。 

平成 24 年度診療報酬改定では外来放射線照射診療料が新設され、看護師による観察と記録が算定要件

の一つとして記載されており、治療効果・副作用対策の向上およびメンタルケアの充実など、看護師の

活躍が期待されている。 

 放射線腫瘍の実施に関し重要な役割を担っている看護師には高度に専門的かつ広範な知識が必要で

あるが、臨床では習得する機会が少ない現状である。そこで、患者が安心して適切な放射線治療を受け

られるように、看護師への放射線治療の知識の普及を目的として本セミナーを継続して開催している。 

 

第 15 回セミナーの目的 

15 回目となる今回は、がん放射線治療に関する看護の質向上を図るために必要な基本的知識について、

最新の情報を整理し適切なアセスメントならびに効果的な看護実践に必要な知識を提供する。 

 

 

第 15 回セミナーの到達目標 

1） がん看護に必要な腫瘍学および心理学への理解を深め、最新の知識を取得、整理する。 

2） 放射線治療の副作用に関する知識を整理し、適切な対策と評価ができる。 

3） 放射線治療中の患者・家族が抱える問題を理解し、適切なアセスメントを提供するための看護実践

を結び付けて考えることが出来る。 

 

 

セミナーの構成 

1） がん看護のための腫瘍学・心理学および放射線治療の副作用評価、放射線治療患者・家族に必要な

知識を概説する。最後のセッションでは 参加者に提示してもらった症例や質問を講師や他の参加

者を含めてディスカッションする。 

2） 最後のセッションの実施にあたり「放射線治療を予定・治療中・治療後」の看護ケアに苦慮した  

症例と質問等について、当日会場にて配布するアンケートを記入後に回収する。 

 

今後の予定 

放射線治療がん看護のための放射線腫瘍学や治療計画の基礎知識、品質管理、チーム医療などを 

ひきつづきとりあげる予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.jastro.jp/
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カリキュラム 

時間 内容 講師 

 Information  

9:55～10:00 開会の辞 日本放射線腫瘍学会 

根本建二 理事 

10:00～11:00 1．放射線治療がん看護のための腫瘍学 
看護に必要ながんについての最新知識を提供する。がんの放射線

治療の原理とともに発がんや予防、治療の研究開発の動向を把握

し、診断及び今後の治療選択に関わる新たな治験に関する理解を

深める。 

国立がん研究センター

研究所 

ゲノム安定性研究分野  

益谷美都子講師 

（60分） 

11:00～11:10 休憩  

11:10～12:20 2．放射線治療の副作用評価 
放射線治療の副作用を適切に把握し、最適な対策を立案・提供す

るための知識を整理する。最新の副作用対策や研究について知識

を深める。 

東邦大学病院 

祖父江由紀子講師 

（70分） 

12:30～13:30 3. ランチョンセミナー 

放射線を測定する：ガラスバッジの秘密 

(株)千代田テクノル 

線量計測事業本部 

狩野好延 

13:30～13:40 休憩  

13:40～14:50 4．放射線治療に必要な看護知識と技術～生活者としての患者を看る

ために 

放射線治療中、治療後の患者・家族に必要な知識と問題点の解決

のための技術・工夫について知識を整理する。 

北里大学病院 

久米恵江講師 

（70分） 

14:50～15:00 休憩  

15:00～16:00 5．がん看護のための心理学 
放射線治療をはじめとする治療前後の患者・家族の心理に関する

理解を深める。がん患者・家族の心の変化に合わせたメンタル 

サポートについて知識を整理する。 

九州大学 

荒木登茂子講師 

（60分） 

16:00～16:50 ディスカッション・質疑応答 
患者の看護問題とその解決へのアプローチについて、参加者から

回収した症例と質問を中心に講師と受講者とでディスカッション

する。 

多摩総合医療センター 

喜多みどり 

横浜医療センター  

立石久留美 

国立がん研究センター

中央病院 角美奈子 

（50分） 

16:50～16:55 
閉会の辞 

日本がん看護学会 

荒尾晴惠 理事 

 

 


